
 

「町田市中学生フォーラム」の実施報告について（詳細版） 

 

１ 概要報告（２月に周知済みのものを再掲） 

１ 目的 

○児童・生徒が自分たちの学校生活の中にある課題などをテーマに、主体的に考

え、発信する機会を通して、児童・生徒に豊かな心を醸成する。 

 ○２０２２年度は、テーマを「いじめ防止に向けて」とし、児童・生徒のいじめ防

止に向けた主体的な取り組みの活性化を図るとともに、町田市全体でいじめにつ

いて考える機会とした。 
 

２ 概要 

 ○今年度初めて開催した。今後もテーマを変えながら開催していく予定である。 

○町田市立中学校各校２名の代表生徒が集い、会の進行や話し合いを生徒が主体と

なって進めていった。 

○各学校でいじめ防止のために日々取り組んでいることを基に、自分たち自身にで

きることを話し合い、市内の児童・生徒に向けたメッセージをまとめた。 

○メッセージは、今後、会の様子を伝えるレポートとともに、町田市立小・中学校

へ周知し、来年度各学校で実施されるいじめ防止のための授業に活用する。 
 

３ 実施日時・会場 

２０２３年１月２４日（火） 午後２時３０分から午後４時３０分まで 

  町田市庁舎 １０階 １０－２～５会議室 
 

４ 会の流れ 

（１）開会式 

（２）各学校のいじめ防止に関する取組の共有 

（３）市内の児童・生徒に向けたメッセージ作成 

（４）閉会式 
 

５ 生徒が作成した市内の児童・生徒に向けたメッセージ 
グループ 中学校名 メッセージ 

Ａ 
町田第一・ 

成瀬台・武蔵岡 
抱え込まずに Let’s 報・連・相 

Ｂ 
町田第 三・鶴
川・木曽 

事実！いじりはいじめに変化する 

Ｃ 

町田第 二・山
崎・真光寺・小
山田 

つくる・知る・寄り添う 〜みんなで変わろう〜 

Ｄ 
南・つくし野・ 

小山 

いじめを する人の「ごめんなさい！」の勇気 

       される人の「助けて！」の勇気 

       見ている人の「大丈夫？」の勇気 
         〜勇気を持って行動に〜 

Ｅ 
南大谷 ・南成
瀬・忠生 

笑顔はつづくよどこまでも 

〜みんなでつくる温かい場所〜 

Ｆ 
鶴川第 二・薬
師・金井・堺 

認め合おう 〜いじめゼロの環境作り〜 

 

 



６ 資料 

（１）生徒の活動の様子 

  

  
 

（２）生徒が意見交流する過程で作成したメモ、メッセージの説明 
 

各校の取組を共有した際の 

ホワイトボードのメモ 

メッセージに込めたい 

思いやキーワード 

市内の児童・生徒に向けた 

メッセージ 

 
  

【 D グループ 】 【 Ａグループ 】 【 Ｂグループ  】 

 

  

【 Ｅグループ 】 【 Ｆグループ 】 【 Ｃグループ  】 

  
  



２ 各グループの活動の様子 

（１）Ａグループ（町田第一中学校・成瀬台中学校・武蔵岡中学校） 

   ◎各学校のいじめ防止に関する取組の共有  

〇成瀬台の先生と仲良くなる取り組みがとても良いと思った。 （武蔵岡中

学校） 

〇心のアンケート、SOSを見逃さないことが大切。心のアンケートに慣れて

しまっているのが課題。 （成瀬台中学校） 

〇いじめゼロキャンペーンを行っている。いじめを表面上だけでなく、本質

的なことを理解することが大切。（町田第一中学校） 

   ◎各学校で考えたメッセージ案を発表  

  

 

   ◎メッセージに込めたい思いやキーワードを書きだす  

 

 

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

１年生、小学生

でもわかりやす

いものが良い

（武蔵岡中学

校） 

SOSを出せる

環境にないとい

じめは解決しな

いのではないか

（成瀬台中学

校） 



（２）Ｂグループ（町田第三中学校・鶴川中学校・木曽中学校） 

   ◎各学校のいじめ防止に関する取組の共有  

〇目安箱を設置してほしい意見は、どれくらいあったか。本校では、活用して

いる生徒が少なかったのでアンケートをとっている。（木曽中学校） 

〇ただやるだけでなく、意図をもって取り組んでいかないと意味がない。

（町田第三中学校） 

〇各校の取り組みを、事項の取り組みに生かしていきたい。（鶴川中学校） 

 

   ◎各学校で考えたメッセージ案を発表  

   

  

   ◎メッセージに込めたい思いやキーワードを書きだす  

   

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

インパクトがあ

ったほうがい

い。（木曽中学

校） 

いじりが起きた

時点でいじめで

はないか。 

（鶴川中学校） 

いじめといじりの違いは？ 



（３）Ｃグループ（町田第二中学校・山崎中学校・真光寺中学校・小山田中学校） 

   ◎各学校のいじめ防止に関する取組の共有  

〇ネット上で目安箱（小山田中の取組）があるのはすごい。時代が変わって

きた。 （真光寺中学校） 

〇女子がネクタイをしているということが聞けて良かった。 （山崎中学

校） 

〇（真光寺中の取組に対して）頼るというのが新しい。今まで考えていなか

ったからすごい。（町田第二中学校） 

   ◎各学校で考えたメッセージ案を発表  

   

   

   ◎メッセージに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

漢字で書いて、

ふりがなを振っ

たら？（小山田

中学校） 

（「知る」は）

逃げる場所をつ

くるということ

もかな（山崎中

学校） 



（４）Ｄグループ（南中学校・つくし野中学校・小山中学校） 

   ◎各学校のいじめ防止に関する取組の共有  

〇アンケートをしていじめの傾向を把握している。クロームでアンケートを

とると、実際の声を聞けてよい。（南中学校） 

〇実際に起こりそうな事案を基にした発表（南中の取組）は、自校でも生か

したい。 （つくし野中学校） 

〇色々な考えが学べてよかった。個人の考えを掲示することによって責任が

生まれることが効果的だと思った。 （小山中学校） 

   ◎各学校で考えたメッセージ案を発表  

  ←南中  

  
   ◎メッセージに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

全てに共通した

キーワードがな

いかな… 

いじめを「する

人」「される

人」「第三者」

の３つの視点か

ら考えられない

か… 



（５）Ｅグループ（南大谷中学校・南成瀬中学校・忠生中学校） 

   ◎各学校のいじめ防止に関する取組の共有  

〇南大谷中ではあいさつ運動の実行委員がバッジをつけている。バッジはみ

んなが見えていい。 （南大谷中学校） 

〇いじめはあまり見ない。身近じゃない。 （南大谷中学校） 

〇ＳＮＳ上で行われている。 （南成瀬中学校） 

〇いじめはどこからがいじめか？学校って楽しいと思えるのがゴールでは？

（忠生中学校） 

   ◎各学校で考えたメッセージ案を発表  

   

  

   ◎メッセージに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

あたたかい場所

を「おでん」で

例えては（南大

谷中学校） 

いじめはそもそ

も起こさない法

が良い。（南成

瀬中学校） 

安心はみんなに関わることな

ので入れたい（忠生中学校） 



（６）Ｆグループ（鶴川第二中学校・薬師中学校・金井中学校・堺中学校） 

   ◎各学校のいじめ防止に関する取組の共有  

〇三本柱を決めていて、実際に行動指標を作っている。まず、全校生徒にわ

かってもらうように声掛けをしている。 （鶴川第二中学校） 

〇今年度、新しくホームページを作成した。放送や新聞、ホームページなど

でさまざまな媒体で発信している。（堺中学校） 

〇いじめということを学校内で取り上げたことがなかった。他校と共有する

ことで考えが広がった。 （薬師中学校） 

   ◎各学校で考えたメッセージ案を発表  

   

   

   ◎メッセージに込めたい思いやキーワードを書きだす  

  

  

   

  

市内の児童・

生徒に向けた

メッセージ 

認めることによ

って、その人を

支えることにな

る。（鶴川第二

中学校） 

「一人で抱え込

まない」は安心

するのでいいと

思う。（金井中

学校） 



３ 参加生徒へのアンケート結果 

（１）実施期間 ２０２３年１月２４日（火）から２０２３年１月２７日（金）ま

で 

 

（２）回答数  ３７件（参加者４０名、回答率９２．５％） 

 

（３）アンケート結果１：選択項目 

設問 そう思う 
どちらかとい

えばそう思う 

どちらかという

とそう思わない 
そう思わない 

中学生フォーラムでは、いじめ防止について

考えることができましたか。 

１００％ 

（３７件） 
― ― ― 

いじめ防止について、積極的に取組みたいと

思いましたか。 

１００％ 

（３７件） 
― ― ― 

各学校のいじめ防止に関する取組について、

自分の学校でも取り組みたい。 

８９．２％ 

（３３件） 

１０．８％ 

（４件） 
― ― 

各学校のいじめ防止に関する取り組みの発表
や、いじめ防止のためのメッセージづくりの
際に、協力して話し合うことができました
か。 

９７．３％ 

（３６件） 
― 

２．７％ 

（１件） 
― 

 

（４）アンケート結果２：今後、町田市中学生フォーラムで話し合ってみたいテーマ 

〇環境問題（SDGs）  〇校則の見直し 

  〇標準服について   〇各校の生徒会活動の共有 

  〇地域交流・貢献   〇学校をより良くするための取り組みの共有 

  〇SNSの使い方   〇人間関係 

〇コロナ禍による行事縮小 〇学校の様子（授業や生活態度など）の共有 

〇他校との交流       〇より良い授業 

〇学校を盛り上げる行事・レク 〇町田の未来 

〇金銭トラブル   〇不登校の人を減らすための取り組み 

  〇みんなに優しい学校設備 〇中学生の犯罪行為 

〇ＬＧＢＴなどの差別  〇ギリギリに登校してくる人への対処 

 

（５）アンケート結果３：感想や意見（抜粋） 

〇普段他の学校の生徒とは話す機会がなかったので、私達とは違った視点からの意見

を聞くことができてとても楽しかったです。いじめに関することを深く考えるきっ

かけになり、とても良い経験になりました。 

〇他校の生徒会役員の人や学級委員の人と話すのはとても新鮮でした。 

〇いじめについて考えるのは大事だなと思った。 

〇今後も他の学校の生徒さんと交流する会を増やすことができたらいいと思います！ 

〇今まで考えつかなかったアイデアや意見を聞けて面白かった。またの機会があれば

是非参加したい。 

〇私達中学生がいじめについて考え、意見を出し合うことは私達にとって良い経験に

なるとともに、それぞれの中学校でのいじめ発生に対する抑止にも繋がると思うの

で、これからも町田市中学生フォーラムを行って欲しいと思います。 

〇雰囲気がよく、積極的に意見を交換し合う事ができて、とても良かったです。 

〇フォーラムがなかったら出会えていなかった人もたくさんいたと思います。貴重な

経験ができて本当に良かったです。 



〇どの学校のいじめ防止案も現実的かつ、内容が深く実施すればいじめが最大限減る

と思い参加してとても参考になりました。 

〇いじめを無くすには個性を尊重することがとても重要であるとわかった。 

〇自分の意見をしっかり発する事ができてよかったです。自分の出した意見によって

話し合いが膨らんでいくのがワクワクしました。 

〇今回の活動で、各学校がより良い学校づくりに励めたら良いなと思いました。 

〇とてもいい機会だったと思う。これからもテーマを変えて学生間の問題をいろいろ

話し合ってほしい。 

〇グループごとの話し合いで、少人数だったのでとても話しやすかったです。とても

貴重な機会で、有意義な時間になりました。ありがとうございました。 

〇自分の意見を人前で発表する大切な機会を持てただけでなく、各学校で実施してい

る取り組みを共有することができて、新しい知識も増えました。ぜひ学校に持ち帰

って新しい企画を実施していきたいです。 

＜意見（提案）＞ 

〇１グループあたりのグループの学校数を増やしたほうがいいと思います。もっと、 

他の学校の取り組みについて知りたい。 

〇学校の代表として生徒会が来ているが、その前に学年や全校で話し合う機会を設け、

そのテーマに対して自分がどう思っているかなどの一般生徒の意見が聞ける場所が

あるともっと良いのではないだろうかと思いました。 

 

（６）まとめ 

  〇会の内容や開催について、否定的な意見はなかった。本会が、生徒が主体的に考え

る場として、その目的に資するものであったと言える。 

  〇２０２３年度の開催については、アンケート結果２や、今回の感想の中にあった意

見なども踏まえ、より良い会になるよう、計画していく。 


